
研修概要

○目　的

○対象者 以下の要件を満たしている方が対象です。（初級編を未受講の方であっても、下記要件を満たしている方はご受講可能です。）

　　1．岐阜県内に本店が所在する建設関連企業の社員

　　2．Windowsの基本操作を理解されている方（パソコン操作などに初級～中級程度の知識・経験を有する方）

　　3．生成AIをある程度使用できる方（本講座は初級編の内容のステップアップ版となります。）

○日　時 令和８年７月２２日（水）～７月２３日（木）　１０：００～１７：００

○会　場 ワークショップ２４　４階　研修室（大垣市今宿６丁目５２番地１８）

○定　員 ３０名（※先着順）

○持ち物 筆記用具、ノートパソコン

○受講料 5,000円　（テキスト代）

○主　催 建設ＩＣＴ人材育成センター　（（公財）岐阜県建設研究センター内）

○カリキュラム

時　間 研　修　内　容 講　　師

【１日目】
9:30～10:00

　（受付）

10:00～12:00

【解説】意図する成果を導き出すためのAI・クラウド戦略
・初級編の振り返りと「使ってみる」から「使いこなす」への移行
・生成AIへの的確な指示（プロンプトエンジニアリング）の基礎
・建設現場における情報資産の整理と重要情報の特定

　 12:00～13:00 　（昼食）

13:00～17:00

【実践】AIとクラウドを活用した自律的な業務改善
・生成AIを活用した建設業務の効率化（日報作成、安全書類のドラフト生成など、具体的な成果物
の作成）
・クラウド環境での高度な情報共有とアクセス制御（適切な権限設定と共有領域の管理）
・建設業独自の課題に対する解決策のディスカッションとAIへの壁打ち

【２日目】
9:30～10:00

　（受付）

10:00～12:00

【解説】実効性のあるBCP運用とセキュアな情報管理
・有事における情報セキュリティ体制と、重要情報のバックアップ戦略
・外部委託先（協力会社）との安全なデータ連携とセキュリティ管理
・モバイル機器の社外利用に関する管理規定とリスク対策

12:00～13:00 　（昼食）

13:00～15:00
【実践】災害発生時を想定したBCPシミュレーション
・有事における迅速な安否確認と状況報告の演習（Google Workspace等の連携活用）
・生成AIを用いた災害対応マニュアル（BCP）の改善点抽出とアップデート

15:00～17:00

【実践・解説】安全なファイル共有とデータ管理の徹底
・電子納品データやCADデータ等、機密性の高い社内外データのセキュアな共有手法の実践
・社外へのデータ持ち出し（USBメモリ等の媒体）に関する適切な管理手順とリスク軽減策
・質疑応答および2日間の総括

17:00 閉講

（注）　研修内容等については変更することがあります。随時休憩をはさみます。

（注）　CPDS認定講習です。（１２ユニット）

　　　　※遅刻・早退やオンライン接続トラブルにより受講が確認できない時間があった場合、承認ユニット数が減少する（注）　遅刻・早退があった場合、ユニット数が減少する可能性があります。

令和８年度　建設ＩＣＴ　PC研修

※研修で学んだ内容を継続的に実践いただくために、受講者本人が普段から業務等で使用しているノートPCをご準備く
ださい。なお、受講前にデータのバックアップはご自身の責任で取っておいてください。どうしても持参が困難な受講者に
は、貸出用PCを準備します。
※受講決定時に、受講前の事前準備として、初期設定（Googleアカウント取得）方法をアナウンスしますので、研修当日
までにGmailアドレスを取得していただき、当センターへお知らせいただきます。

NPO法人京都情報研修センター
理事

（株式会社GSuccess代表取締役）
北野　雅史　氏

～建設DXの実践研修　中級編～（２日間）

最新ITと生成AIを使いこなし、業務効率改善。

　※事前にGmailアドレスを取得していただきます。

　実業務を踏まえたPCの実機演習を行い、効率化や業務改善の実現方法を探ります。

　初級編で学んだ基礎的情報やノウハウを元に、より現実的な業務への応用を考えます。


